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1　緒 言

　馬の伝染性貧血（以下伝貧と略称）が発見されたのは，1858

年ANGエNエALD1904年の報告を以って門門とし，その後，

1904年CARRE’e七VALLEEによって三脚は病毒によって

発病することが立証されると共に，疫学的にも漸次解明される

ようになった。爾来多くの研究者が長年にわたり各方面から鋭

意研究の結果，本病は造血臓器機能に密接な関係を有すること

が明らかとなり，血液学的探索が特に目覚ましくなった。

　我国における既往の報告を概説すると，臨時皆野調査委員会

（19141j），長尾（192・2 j），長野（195・3 j），石井ら

（1930）その他多くの報告者は白血球数または白血球像に
関するものを，石井2その他多くの研究者ρま，赤血球数あるい

はそれに干したものを，それぞれの立場から研究された。なお，

疫学的な面においては，樹，石門，蹴平魂によって

それらの調査結果が発表されている。また，一般臨床学的研究

も，前者らと相野って続行された。すなわち，臨時門門調査委

員萎淋琶長竜1中獄野鼠田蔽よつて回礫の状熊や

著明な日差，すなわち，弛張やOPPERM韻による熱の転倒型

（Typs　inversu．s）などが提唱されている。しかし，病原体に

関する諸問順が明瞭でない現在，慢性伝貧，すなわち病毒馬の

生前診断は澗倒な臨床検査の夘こ，中鉦田中藻1妻蹴）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロにより追試された血液沈降速度，アンモン酒精法，KURTEN反
応，・UL・・N反応，カ，レミン反応あるし・は，石弾よる硫酸ア

トロピン注射法などの補助診断法に加え，種々の誘発診断法た
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とえば，CARRE　et　VALLEEは，強運動後，心機の変調と
尿ア，・ブミンの出現を報じ，KUBエZ，信潔賎労役賦課試験

によって，伝貧あるいは疑似馬を知ることができると述べてい

るが，これら個々による的確な診断法はなく，総合的見地より

本病診断の指針を得るのみで，石井氏提唱の如く，正確な診定

法は，健康馬接種試験による以外は方法がなかったようである。

　かくして，我国の伝貧研究の歴史も半世紀を経過したが，こ

の間に基礎的研究は進み，数年前より相ついで西熊に関する貴

重な研究が行なわれてぎた。すなわち，1960年REAGA馬

bエLLエE，HエEKMANおよびBRECKNERは，電子顕微鏡下に

本購を礁したことを報告し，ついで石井鴛樋覧田就

中島器～によって，益々確定的に病毒の形熊的な様相が明かにさ

れた。

さらに，この間において，六反田智による馬胎児の組織培養

地えの購接楓あるいは下職こよる，馬の腎臓細胞に病鍛

種して人工培養に成功したという報告力・ある。又渡賜4潔碧

甫粥によれば，馬の白血球による病毒の騰は可能となり，

これによって病毒が繁殖すると，CPEを起し，かつ，CF抗

原を産生し，特異的なものであることが，証明されたことは，

伝貧の，。反応の麟となり，平沢智により実用化されて初期

伝貧の摘発に，概して良好成績を得ている。また，STEエNお

よびGATESら’によって，伝貧馬に中和抗体があることが立証

さ瓶甲載中島智は，その存在を翻した．氏らの調査では，

発熱後’28～60日間に抗体価は，最：高に達するといい，診断

的意義を有するものど思われる．その他，田村（19681 P）は，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45）
病変内のりンパ様細胞について述べ，甲野ら（1971）によ

れば，潜伏期および発病期を通じて，肝臓に病毒の含有量が最：

も多く，慢性無熱期のものでは，血清，肝臓，脾，腎などの順

に分布がみられ，病毒の増殖に関係があるものといわれる。平

沢習は，副腎頗ホ・・モンの大量注射をこより，慢性伝貧馬の再

発を惹起せしめたという目新らしい報告力・あり，小机理清規

牛麗習は，螢光抗体法の応用を述べている。さらに特筆すべぎ

は，COGGエNGおよびRORCROSSにより開発された寒天ゲル
内沈降反応であろう．中島躍1これにっし・て調査したところ，

沈降抗体は，長期間陽性を呈し目下野外における伝記診断につ

いて検討中といわれる。

　さらに家畜に対する心電図学的検索は，数年来頃に広く動物

界に応用されて，近時その確立をみるに至った感がある。これ

に関係のある既往の報告を述べると，古くは1955年の

STEFFANの報告がある。これによると伝貧では，　P波振揺の

多様性は，心房の病理解剖学的変化によるものと説明し，R波，

丁波にもそれぞれ変化のあることを述べている。

わが国においても，中村蜜平嵩？中村智の報告があり，

馬および犬を含めた一般基礎的なものでは，草臥講宍声

職管野覧天田智その他多くの報告がある。その外，興味深

く思われるものでは，戸尾翻1野点の騎乗運動中の人馬の心

電図，麻布獣医科大學の心臓系状虫症AB講心電図，松川蜜

戸尾穣千田以戸尾爵管野識千田翫どの報告がある。

　著者は接種伝貧鉱を実験材料として，一般臨床検査（特に体

温の日差は綿密に測定），血液検査，心電図測定，血圧検査等
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を行い，伝貧の特異所見を摘発し，伝貧診断法上の一助となさ

んことを期した次第である。

　本実験研究によって体温日差の逆転性を確認し，リンパ球増

多・心電図・血圧などにおいても若干特異と認められる所見を

得たのでその概要を報告する。

璽　実験材料および実験方法

1）使用動物

　　通常の飼養管理のもので，島田馬7頭（牡1，牝6）を用

　いた。

2）伝言病毒および接種量

　　農林省家畜衛生試験場より分与されたアンプール入，血清

　凍結乾燥の伝貧病毒を滅菌蒸溜水で稀釈し，第1，第2，第

　5号馬は200倍液を。第4号馬には100倍液を。第5，

第6，第7・号馬には3倍液を5π6宛を頸部皮下にそれぞれ接

　種した。

5）観察時期および，その方法

　　接種後は，1日2回（午前9時，午後5時）元気，食慾，

　体温，呼吸，脈搏，可視粘膜の状態，血斑，浮腫の有無を精

　査の外，赤血球数，白血球数，白血球百分率などの検査を実

　施し，さらに一定間隔で心電計（福田エレクトロ株式会社製

　のR－S型）を用いて，AB誘導法（A：心尖部，　B：右肩

　上％部，接地電極：陰門部）で心電図学的検索と，自動記録
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式脈波血圧計（EA－6型）を用いて，前肢正中動脈圧を，

間接法によって併せ計測した。

　なお，本実験においては，全て病毒接種前の健康馬の測定

値をもつて対照とした。

　また，農林省家畜衛生試験場より貸与された接種伝貧馬，

10頭分（2才馬8頭，3才馬2頭）の体温表は，急性型の

ものとして比較検討した。

租　実　　験　　成　　績

1）一般臨床および血液所見

　　Fig．1～7は，それぞれ実験馬の体温，呼吸数，脈搏数，

赤血球数，白血球数の変化を示したものである。

　　Fig．1は，笛1号馬の体温曲線で，これによると病毒接種

　後，15日目より体温が上昇しはじめ，5日間392℃～

　4α8℃の高温が稽留した後，6日目に一一時的な解離をみた

　が，その後3日目，すなわち，接種後20日目より，394℃

～40．8℃の高温が5日間も稽留し，接種後24日目に，へ

　い死した。

　　この間に，日差の逆転がしばしば所見された。その状況を

　示すと，潜伏期間中は，2回みられ朝夕同温（零型）で孤立

　し，発熱期間中のものは，上昇，極，下降期および，その直

　後にそれぞれ出現し，日差の数値はあっても（負型），その

差は僅少であった。
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　この急性型の経過をとった本馬の接種後における著明な一

般症状は，15日目において結膜は湿潤淡赤色となり，　17

日目に至って不潔帯紙淡赤色，20日目では黄染二三で，

21日目には，蒼白の貧血症状を呈するに至った。また，へ

い死2日前の22日目には，帯黄淡紅色となり血斑が観察さ

れた。

　心音は，接種後15日目に漏濁し，第2音は分裂が認めら

れた。16日目には，四肢の下部に，21日目には下腹部に

まで浮腫発現し，へい死に至るまで軽減することはなかった。

　血液所見は，接種前の赤血球数810万から接種後17日

目には，540万に減少した。白血球数も同様に著明な減少

を示した。

　Fig．2は，第2号馬の体温曲線で，接種後15日～26日

と，39日～40日間において，いつれも390℃以上の高

温を示した。すなわち，2回にわたって高温が稽留し回帰し

ている。

　一方，接種後2日目，7日目，11日目の3回に，38．0℃

を若干上廻った接種前にはみられない微熱が認められた。な

お，接種後27日～38日，41日よりへい死の47日目ま

では，おおむね平常温を示した。

　逆転体温については，体温曲線上の推移によって検討する

と，接種して2日目，7日目，11日目には，発熱とまでは

いえないが，小突起状に体温の上昇がみられ，その1日乃至

2日後に，それぞれ1回宛の逆転体温が所見される。また，

15～23日目にわたる第1回目の熱発作稽留中，3回にお
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よんでその散発が記録されたが，下降期に至っても連続的に

出現して平常温に移行している。なお，この平常温にも前者

に引続いて逆転体温が続発し，しかもこれらは，零型に近い

ものが多く認められている。さらに接種後39日～42日目

に至る笥2回目の熱発作時には，下降期にのみ集中した散発

が所見された。

　この亜急性の経過をとった本馬の一般症状を示せば，結膜

は接種後16日目で不潔瓦庇赤色に，18日目では充血黄染

気味となり，25日目に至り蒼白色を呈して貧血の徴候が認

められた。26日目では不潔淡紅色に，35日目では淡紅蒼

白色に，43日目には帯高湿白色となり血斑が発現した。

　心音は，接種後16日目より，へい死の47日目まで漏濁

し，この問24日目と58日目に，第2音の分裂および微弱

化がみられた。また，接種後25日，28日，42日目の3

回にわたり，肛門から膿様排出物が，45日目には，両眼か

らも同様排出物が所見された。なお，接種後18日目に際し，

起立やや困難を呈し倦怠あり，呼吸も疾速して尾力の低下が

あったが，その後は，症状軽減した。28日目には，両後肢

に麻痺が生じ，歩行困難となり，44日目で起立不能に陥つ’

て褥瘡が多発した。

　血液所見としては，接種前赤血球数750万，白血球数

8500，・接種後17日目の発熱時では，赤血球数640万，

白血球数7200といつれも減少していた。

　Fig．5に示したものは，第3号馬の体温，脈搏，呼吸数の

変化である。本馬は慢性経過をとらせるために病毒の1000
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倍，500倍ゐ稀釈液を経時的に1π4宛接種し，さらに200

倍稀釈の病毒を接種して観察したものである。

　第3回の病毒接種後，16日～24日の9日間，38．0℃

～390℃の幅をもつて体温が増温変動し，その後32日，

42日，59日，62日，91日，．101日および119日

～120日目に稽留熱のような390℃以上の体温の上昇を

みたが，その他は，おおむね平常温を示していた。また，接

種後131日目から，390℃以上の高温が持続し，第3回

目の接種後141日目に虚脱に陥り，へい死した。

　逆転体温の出現については，潜伏期間中は，第1号馬の場

合と同様に，零型が不規則に散発している。発熱後は，比較

的下降期およびその直後に多発し，おおむね連続しているも

のが認められた（22日～25日目，63日～64日目，

92日～94日目，104日～105日目）。

　また，平常温に近い推移をみせている体温曲線上に，しば

しば，1日か2日にわたる小突起状を呈した微熱程度の体温

上昇時の直後には，これに附随するかのように孤立した逆転

体温が出現している（26日，45日，57日，67日，

84日，　114日，　118日目）o

　この経過中の脈搏数は，接種後19日～32日目にわたり，

4歪～78，へい死前の130日～141日目の間は，52

～164と著明な増加が認められた。

　呼吸数では，接種後16日～24日目の間の発熱時におい

て，多少の変動がみられた。その後は，おおむね，20前後

の静かな推移をたどっていたが，116日目頃より漸次増加
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しはじめ，13’7日～141日目の間では，継続的に28～

60と著しい増加を示した。接種後124日目に至り，四肢

に浮腫が出現し，132日目には後肢に麻痺が現われ起立不

能となった。その後は，塚瘡多発して衰従甚しく食慾廃絶し，

遂にへい死した。

　血液所見では，接i種前の赤血球数760万，白血球数910q

接種後赤血球数671万，白血球数8200と大差は認めら

れなかったが，特にリンパ球が，44．7％から7Z5％と著

しい増加を示していた外，単球も4．3％から5．5％と増加を

みせた。

　Fig．4は，第4号馬の体温，脈搏数，呼吸数を示したもの

である。

　接種後14日目より体温の上昇を示した。すなわち，午前

591℃　午後395℃を。翌日の午前38。3℃，午後590
　　　　，

℃となり，その後は，390℃以下となった。23日目の午

後593℃に上昇して，第2回目の熱発作のきざしがみえ，

翌日の午前58．2℃に下降したが，午後は390℃となり，

25日目の午前399℃に上昇し，午後は4α8℃を示した。

翌日の午前598℃，午後399℃となったが分利して，そ・

の後8日目の接種後からでは，34日目から36日目の5日

間には，39G℃に近い軽度の熱発作を呈し，27日目以降

は，平常温に下降した。さらに，48日目には，午前390℃，

午後392℃に上昇し，翌日の午前590℃を示し，その後

は，おおむね平常温を保ちながら推移してきたが，54日目

の午前4α1℃に上昇し，午後は58．2℃に下降した。55
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日目の午前38．5℃となったが，午後には，390℃を示し，

56日目の午前394℃，午後390℃を計測した。翌日の

午前4α5℃，午後4α4℃となり，58日目の午前午後共

に395℃であった。その後は，平常温に下降したが，62

日目の午前40．1℃に上昇し，午後は，590℃を示した。

66日目の午前38．9℃，午後597℃となり，翌日の午前

40．1℃，午後は590℃が計測され，68日目には午前

4α2℃，午後40．4℃に上昇したが，その後馬利して，69

日目以降，98日目までは，大体平常温を示した。99日目

に暫時熱のような一時的の体温の上昇をみたが，その後は，

平常温の経過をとっている。

　逆転体温については，接種後14日～17日目にわたり初

－回の熱発作があって，18日目には，平常温に復しているが，

その直後に2回連続した逆転をみた（19日，20日目）。

また，57晒以降にわたる第5回目の熱発作時の下降期よ

り連続した逆転体温があり，66日～68日目におよぶ第4

回目の熱発作の後にも，前者と同様に比較的連続したものが

認められた（72日，74日，75日，77日，78日目）。

なお，平常温に類して経過している過程に認められる孤立し

た逆転体温の多くは，前実験馬にもみられたような小突起状

に増温した直後に附随して出現していた（33日，37日，

50日，101日目）。　　　　’
　一方，脈搏数は，発熱にともない，増加する傾向が認めら

れたが呼吸数は，それ程の変動はなかった。心音も接種後，

　24日～52日目の間にわたった懸濁がみられたが，第2音
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の分裂や微弱などの現象は出現しなかった。結膜の状態は，

i接種後28日目で帯出淡赤色となり，30日目に不潔帯黄淡

紅色を呈し，さらに32日目に至り蒼白色貧血気味となった。

i接種後54日～80日目の間にわたり，四肢下部に：増温性浮

腫の発現を認め，栄養低下し元気に乏しいが食慾は比較的可

良であった。

　本慢性経過馬の血液所見は，病毒接種前に赤血球992万，

白血球数11000，白血球像では，好中球495％，好酸球

0．75％，好塩基球0．25％，単球10．0％，リンパ球394

％であったが，接種後31日目の所見では，赤血球数は．537

万，白血球数6900，白血球像では，好中球48．0％，好酸

球1．0％，好塩基球0％，・単球13・0％，リンパ球38・0％

であった。その後64日目では，赤血球数789万，白血球

数は，9200，白血球像においては，好中球42．0％，後骨

髄球4。5％，好酸球1．0％，好塩基球0％，単球5．0％，リ

ンパ球4Z5％であった。

　Fig．5は，第5号馬の体温，呼吸数，脈搏数，赤血球数，

白血球数の変化を示したものである。

　病毒接種後，9日目の午後より体温上昇の徴候がみえ，11

日目より22日目にわたる12日間に，390℃から41．1℃

の高温が稽留した。その後は，32日，41日，53日目に

390℃を少し上廻った暫時熱に類した上昇がみられたが，

多くはこれ以下の比較的日差の大きい不定な体温曲線の推移

が持続して，117日目に，へい死した。

　逆転体温については，接種後9日目より発熱のきざしがあ
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って漸次上昇し，12日を早期として換散に向っている。こ

の下降期より，おおむね平常温になっても，連続した出現が

あった。その後は，著明な発熱もない不定な体温曲線の推移

につれて介在している小突起状の増虚日の直後に附随した逆

転体温がやはり記録されている（3で日，58日，56日，

61日，　66日，　72日，　76日，　86日，　89日，　98日

目）。

　呼吸数の変化は，初回の熱発作時に，やや増加したが，そ

の後の9日間は，平常温と思われる平坦な線をみせ，27日

目から55日目の29日間にわたり，再び増加の傾向があっ

た。

　なお，54日目g55日目の2日間には，突発的な高数値

の24～28を計測した。この後は大体正常に近い状態で経

過したが，へい死する10日面前よワ鋼加の一途をたどり，

転帰に至っている。

　脈搏数では，前記した熱の上昇期に入る直前すなわち，接

種して10日目頃より不規則な増加がみられて，これより59

日目の59日間にわたって，この状態が継続している。その

後にあっては，多少の増減の弛張はあったが，概して：増加の

経過をたどりながら，へい死期に近づいている。

　血液所見では，接種前の平均赤血球数は，980万であっ

たが接種後は，減少を続け第1回目の熱り分利後20日目に

は，408万にまで減少した。しかし，その後は，漸次増加

して接種後98日目の計測時では，770万と旧状に復した

が再び減少して，へい死の直前には，510万を算した。換
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消すれば，接種してから11日目乃至53日目の暫時熱まで

を大きく発熱期間と一応みることができるので，極心までは

減少を続けているが下降期および平温時にわたって増加復旧

していることがわかる。

　白血球数は，接種前の平均数77〔「0が，初回の熱発作時に

8000と，わずかに：増加した。しかし，解熱後は，急激に減

少して接種後の35日目に至って4900となった◎その後は

再び旧に復して7000乃至8000位の間を保持しつつ経過し

てきたが，末期に近づくにつれて減少し，へい死する直前に

は，さらに減少して4400を示した。

　なお，白血球像では，初回の熱発作と共に好酸球が消失し，

好中球は接種直後より各計測時点でも，やや増加が認められ

た反面，リンパ球は，これまた軽度の減少があって末期に前

者と転換しているが総体にリンパ球が多いまま推移している。

単球では，約3倍程度の増加が所見された。その他のものは，

特筆すべぎ変化はなかった（Tab．1参照）。

　ヘモグロビン，ヘマトクリツト値は，共に減少したが特に

ヘモグロビンは，その程度が著しかった（Tab．1参照）。

　Fig．6は，第6号馬に関する前記実験馬と同様に行なった

ものの変化である。

　体温の変化は，接種後9日目より上昇の徴候がみえ，13

日目から15日目にわたる3日間は，最：高40．2℃の高温が継

続した（初回の熱発作）。その後の18日間は，大体平常温

に復したが，35日目に至り第2回目の熱発作が現われ，38

日目までの4日間に58．5℃～4a8℃の高温の上昇があった。
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ついで64日閣から66日目の5日間にわたり，5回目の熱

発作が回帰して，391℃～4α3℃の高温が認められたがその

後は，104臼目に590℃の暫時熱と思われる上昇がみられ

た外は，やや不規則な体温曲線上の推移をみせながら158

日目の検温終了日に至っている。　、

　次に逆転体温の状況は，接種後14日目前後における初回

の熱発作時には，特徴を持…つ逆転体温の出現は，認められな

かったが，35日目から58日目におよぶ第2回目の熱発作

時の下降期直後からはじまって，連続的なものがみられた

（39日，40日，41日目）。その後も65日目前後の第

5回目に当る熱の回帰時にも同点な所見が観察されている。

爾後は，発熱とはいえない不規則な体温曲線を描きながら計

測終了日に至っているが，これらの平常温の経過中に介在し

ている孤立した逆転体温の状況は，これまた，第2号馬以来

認められてきたような小突起の体温上昇日の直後に附随して

出現していることがわかる（21“日，30日，59日，78

日，　86日，　94日，　肇02日，　壌06日，　墨　壕2日g像26

日，153日目）o

　呼吸数においては，初回の熱発作時にやや増加を認めたが，

その後は日々不規則な増減を繰返しながら経過している。し

かし，60日目より概して落付いた傾向を呈してきたが，

肇19B目より急に不規則な増加を示しながら計測終了日と

なっている。

　脈搏数は，初回の熱発作時よりやや増加し，その後は，そ

のままに近い状態で経過してきた。しかし，前述した後期の
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呼吸数：増加日の前日に当る118日目より急に増加して，不

規則な増減をみせながら計測終了日に至っている。

　血液所見では，接種して14日目前後，37日目前後，65

日目前後，100日目前後に熱の回帰があって，この時点お

よびその直後に赤血球数は減少に向うているが，それぞれ次

の熱回帰前には，増加復旧していることがわかる。

　このような現象を熱発作g）度に繰返しながら総体的には減

少に向い，遂には増加することなくへい死に至っている。す

なわち，接種前の平均赤血球数は，850万であったが接種

後7日目には，970万に増加した。しかし，初回の熱発作

時の極出に当る14日目の計測時には，360万に減少し，

分利後は旧の常数に復して800万前後を保持しつつ経過し

てきたが，第2回目の熱の回帰時より急に減少して接種後

47日目には，330万に激減した。その後はやや増加して

第5回’目の熱回帰前日の65日目には，700万を算した・

分利後は再び漸減して84日目の計測値は，290万を記録

している。そしてこの時点より急に増加し，暫時熱発熱の数

日前に当る92日目には，一挙に920万に増加した。しか

し，その後は次第に減少して末期に至り570万となつそい

るd

　白血球数では，i接種前の平均は，6800であった。接種後

は急に増加し，第1回目の発熱時には，11000を頂点とし

てその後は減少しはじめ，第2回目の熱回帰時には，最：も減

少して5400を記録した。その後は再び増加の傾向を示しな

がら不安定な動揺を繰返しつつ経過し，擁雪後92日目の計
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測時には，赤血球数と同様に著しく増加して11600を計測

した。その後は，増減弛張して計測終了日に至るまでその判

定は，困難であった。

　なお，白血球像では，接種前の平均として好中球45．0％，

リンパ球52．・％である．衡重出は，幾何もなくそれぞれ52D

％ならびに，45．5％と転換したが，その後は再び旧に復して

体温，着順その他の条件に閉係なく推移して総体的には，リ

ンパ球ならびに単球の増加ならびに好中球の減少が所見され

た外は，特記すべき変化はなかった。

　ヘモグロビン，ヘマトクリツト値は，共に減少が著しかっ

た（Tab．2参照）。

　Fig．7は，第7号馬の状況である。

　病毒接種後，12日目より14日目の3日間に38．7℃～

4α2℃の高温が稽留したが幾何もなく解熱した。その後の

体温曲線には，多少の弛張はみられたが熱発作といえる点も

なく約60日を経過した。しかし，接種後77日目から79

日目の3日間にわたり，第2回目の高温発作があって38．5℃

～4α2℃を示したが，それ以降は，著明な変化もなく10

日あまりで91日目の計測終了日となっている。

　また，逆転体温については，接種して13日目前後の第1

回目，77日目前後の第2回目熱発作時の下降期およびその

直後に出現したものは，第2回目の熱発作後においてのみ連

続性の傾向が，うかがわれるに止りあまり明瞭ではなかった。

しかし，その外の平常温に類する過程においては，やはり孤

立した・1・突起へ附随型の逆転体温が認められた（22日，24
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日，　27日，　51日，　42日，　46日，　52日，　62日，75

日，91日目）o

　呼吸数では，初回の熱発作時に当る12日目から13日目

の2日間に，最高28という著しい増加をみたが，その後は

多少増減の乱れを示しながら経過1二　第2回目の熱発作時に

当る77日目より：再び増加して，24～25を記録したが不

規則な動揺をみせながら持続した。計測終了日の近づくにつ

れて，やや落付いた数値を示した。

　脈薄層も初回の熱発作時に明瞭な増加を示し，第2回目の

熱発作の際にも，最高80を計測して著しい増加を一時的に

みせたが，聞もなく旧に復して計測終了日に至っている。

　血液所見では，接種前の赤血球数の平均は，910万を計

測し，接種後より急激に減少しはじめ，第1回目の熱発作時

には，400万の最低値が認められた（i接種後14日目）。

その後熱は分利して赤血球は徐々に増加を示し，35日目に

は，680万となり常数には未だ程遠いが復旧する気配をみ

せている。しかし，これより漸次減少の線をたどり，78日

目前後の第2回目の熱発作時には，430万・を記録した。そ

して熱の分利と共に，緩和な復旧のきざしを示しながら計測

終了日に至っている。

　白血球数では，接種前の平均は5000であったが，接種後

間もなく滅少して4400を算し，第1回目の熱発作詩，分利

するまでおおよそ平坦の線を保持しつつ経過した。分利後は，

幾何もなく増加して接種後28日目で体温は，5ZO℃および

3Z4℃の時点で計測したものでは，6200であった。しかし，
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爾後は一時4200にまで減少したが，その後は緩和な増加を

示して計測末期には，7200を記録した。

　また，白血球像の所見においては，接種前好酸球の平均は，

　1．o％であったが接種後の場合は，初回の熱発作以前の時点

において消失した。しかし，第2回目の熱回帰時には，再び

出現して常数に近い数値が認められた。好中球および，リン

パ球においては，接種前の平均は，4α0％と55．0％が記録さ

れているが接種後は，両者の転換も稀であり絶対値には，そ

れ程の変化はなかった。単球は，やや増加の傾向があって，

第1回と第2回目の熱発作の中間期で平常温に経過している

際に増加が認められ，：最高値は，　5．o％であった。その他の

　ものについては，特記すべぎものはなかった。

　　ヘモグロビン，ヘマトクリツト値は，共に著しい減少がみ

　られた（Tab．3参照）。

2）心雷図学的所見

　　Tab．4は，第1号馬の心電図計測値を示したものである。

急性経過をとった本馬は，接種後2｛日目で第2回目の熱発

作がみられ4α8℃を示した日に測定した。これによれば，R

　－R，P－P　interva■の延長，　P－q　in七erva■，

　P，QRS　duarationの延長の傾向が，　Q－T　interva■，

　Tduarationに軽度の短縮がみられたp　vo■tageは，

　P，Rには著変がみられないが，　S，　Tにおいて明かに振幅

　の増大が認められた。なお，Tにあっては陽性化（逆転）を

みた。ST部は，やや矩溢し上昇の傾向があった。

　　Tab．5は，第2号馬のもの℃ある。本馬もまた，前者に準
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じて亜急性を呈している。第1回日の測定日は，病毒接種日

に，第2回目は，接種後21日目で第1回目の熱発作の高温

稽留の末期に相当する。その状況は，R－R，　P－P，　P－

q　interva■の短縮，　P，　QRS　duarationの延長な

どがみられるが，Tduaratioガは減少している。　P，　R，

S。Tのvo■tgeは，それぞれ著明に振幅を減じ，丁波は，

陽性に逆転している。ST部は変化に乏しかった。

　Taわ．6は，第4号馬の心匠図計測値である。本馬は，慢性

経過をとっていう。第1回目の測定は，接種後23日目，第

2回目は，57日目であり，それ以降は，およそ10日間隔

で行なった。これらによると，R－R，　P－pintervaユ，

Tduarati。nの著しい延長を認め，　P－Q，　Q－T

intervaユおよび，　P，　QRS　duarationは，とり上げ

る程の変化はなかった。vo■t批geについては，丁波の増高

が認められ，第1回目の測定時には，逆転（陰性化）を呈し，

その後2回目から5日目に至るまで，二相性（一＋）が出現

したがNegative部分の方が大であった。　S　T部に関して

は，接種後第5回目までは，短縮の傾向がみられ，また上昇

の徴もあったが，その後は，軽度の延長を示しつつおおむね

基線の位置に復している。

　Tab．7は。第5号馬に関するもので，慢性型の経過をとっ

ている。第1回目の測定は，i接種後15日目，第2回目はそ

れより20日後の67日目に，第5回目は，102日目を経

過した時点で実施した。

　第1回目の記録時の臨床所見は，尾力の低下，』前肢の浮腫，
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結膜は三六淡紅色を呈し，体温は，4α5℃であった。第2回

目の場合は，38．2℃，笥3回目の時…は，3Z5℃であった。こ

れらの測定値によれば，R－R，ならびにP－pintθrvaユ

は，接種前に比噛して接種後の第1回目計測時に短縮をみた

が，その後は次第に延長して第5回・目の折には，おおむね接

種前のintθrva■に近い状態を示した。　P－qならびに，

q－Tinterva■については，接種後において，わずかに

延長を示した。P波ならびに，　QRS群のduaratio皿　は，

いずれも接種後に短縮した後，再び延長しかつ，第2回目，

第5回目においては，二相性（一十）を呈するなどの不定の

変化であった。P波，　R棘，　S棘ならびに丁波のvo■七ageは，

P波は接種後減高して二頭形となり，R棘は変化に乏しく，

S棘は接種後：品品がみられ，丁波は逆転（陽性化）または二

相性に変化した。ST部は，上昇の徴候があって，回を重ね

る毎に強度となっている。

　Taわ．8は，第6号馬で，やはり慢性型をとった心電図の計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り測値である。接種前を対照として接種後，15日目に第1回，

55日目に第2回，66日目に第3回，101日目に第4回

目の心雷図を記録し，その数値を示したものである。それぞ

れの記録時における体温は，第1回目が4α0℃，第2回目

38．5℃，第5回目において595℃，および第4回目は，565℃

であった。曽R－Rならびに，P－pinterva■については，

両者共に接種後は短縮し，前者は，その程度が甚しかった。

P－Qin七erva■は，軽度の延長の後短縮の傾向があり，

Q－Tinterva■は，前者の場合の逆の推移をみた。　P波，
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QRS群ならびに，丁波のduarat土onについては，これら

は三者共に接種後において，おおむね延長がみられた。p波，

R棘，S鹸ならびに装填のvっ■tageに関しては，　P波は接

種後二頭形を呈して減高し，R棘は変化がなく。　S棘は接種

後わずかに：増深した後に減深し，丁波は接種後に宇高ならび

に第2，第3，第4回目の折には，二相性を呈した。ST部

については，本実験馬もまた，多くの場合上昇を認めた。

　Tab．9は，第7号馬のもので，慢性経過をとっている。前

実験馬の場合と同様に接種前を対照として接種後，19日目

に第：1回，59日目に笛2回，77日目に第5回と心電図を

記録し，その波形について計測した。これらの際における体

温は，第3回目の折に392℃であった外は，平常温を呈して

いた。さて，R－Rならびに，　P－pinterva■について

検討してみると，第6号馬と同様であって，接種後において

経時的に短縮し，P－qならびにQ－Tinterva■は，接

種後延長した後に短縮した。P波ならびにQRS群の

duarationは，わずかに短縮または，延長がみられたが明

瞭た変動はなかった。丁々については，接種後わずかながら

延長した後に短縮をみた。P波のvo■tageは，接種後第1回

目の計測時に増高がみられたのみに止り，その後は変化がな

かった。R棘は，接種後に滅高し，　s棘は増深をみた。丁波

は接種後第1，第2回目の記録時に著しく増高したが，第5

回目においては，接種前に比較してやや減高し。二相性に変

化している。ST部は第2，第5回目の記録時に軽度の上昇

が認められた。
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3）血圧所見

　　本測定は，心雄図と併行して実施したものである。これに

　よれば，第4，第5，第6，第7号馬の病毒接種前の数値は，

　それぞれ，110，130，130，120mmH9の値が記
　録されたが，接種後は，経時的に降下、して，85～100mmH9

　を示した（置g．8～11参照）。

w　総 括

　当才馬7頭の病毒接種伝貧馬（急性型奮，亜急性型壕，慢性

型5頭）について，一般臨床，血液，心電図および血圧などを

検査検細し，その結果を総括すると次のようである。

　1）一般臨床および血液所見

　　（a）潜伏期問

　本実醗においては，およそ12田前後（9～蓬6日）であっ

て発病と同時に590℃以上の発熱をみた。V鰭冠Sの実験によ

れば，6～21日といわれ，接種部位および材料の相違で左右

されるので＿概には論じられず．と，長認は，接種伝貧・・頭

を調するに，2～47日といい70％までは，9～22日であ

った。方法材料などの閣内は大差がなかったようである。

　　（b）熱型および日養の逆転

　　　cイ）熱　　型

　伝貧において，熱の回帰することは，すでにCARRE　et

VALLEEの報告以来是認され，臨床学上有力な調査眼目となつ
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ている。そしてその回帰は，ほとんど規則正しく出現するとい

われているが，その後REエNHA：RDT（1919）は「非定型的

経過をとる間調子は本症の特徴である」と，不規則性を強調し

ている．階馬面踏翻奏沖翫また，氏の報告を支持し

ている．林齢面諭こ耕る面作回帰調べによると，，。，

頭の総回帰数は，274を算し，回を重ねるにより著しく減少

して7ケ月に至っては，極めて稀であったという。

　本実輪においても第5号馬のみは明瞭でないが，他の6実験

馬においては，何れも規則性には乏しいが回帰熱が認められた。

　　　（→　日差の逆転

　これは元来前者に包含さるべきものであるが，特異性がある

と思ちれるので特に本項において，その実態を明確にしたい。

馬の生理的体温幽するものには，すでに鱗ら（1964粟

よる環境がおよぼす皮温の分布が報告され，それより更にさか

のぼって，畑野（　　　79?X59））が鞘を対象とした研究がある。

これによると，体温の変動は外界の感作に左右される傾向があ

るも，概して軽微にして日朝の最低，日夕の最高は，体温日差

の不変定則にして，午前9時に最低，午後6時に最高を記録し，

ひとり生理的体温のみならず熱性体温もまた，この弛緩を現わ

す。と報告している。

　しかして日差の逆転は，生理的にもしばしば認められる所見

であるが，法面においては極めて多発し，OPPERMANN（1939）

は，熱の逆転型（Typs　inversus）を示すことがあり，このよ

うな異常性は，風雨の慢性型のものにあっては，著明な回帰熱

発作よりも遥かに注目すべぎ徴候である。と強調し，長聾は，
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伝馬診断法の一項目に，病的日差としてこの逆転体温を扱い，

多発を報じ，かつ零，負のこ型に分類している◎また，L．

PAMSS町ら（19378 P）も本症馬の体温中，過半数は逆体

温が認められ数日間連続する。と述べて診断上，留意すべく指

摘している。　　　　　　　　　　　、

　本観察に際しても，日差の逆転が多くみられ，これを仔細に

調査したところ，次のようであった。

　　　　1．．接種前と後の逆転率

　Taわ．10にみるように，それぞれ各実験馬の接種前と後の逆

転率および，その対比を示すと実験罵の個々についても接種後

の方が，はるかに逆転率が高いことがわかり，総体的には，

22265：31248であって，ほぼ「2：5」を示しているQ

　　　　2．　接種前と後の逆転体温の日差

　？aね．穏は，各実験馬にみられた逆転体温の朝は朝，夕は夕

の数値を合計し，平均値（算術平均）を出したものである。こ

れによると，第5号馬の場合の同数値を除ぎ，　「接種後の逆転

体温の方が数値が大であるばかりでなく日差もはるかに大」と

いうことができる。

なお，因みに生理的蹉は，深鯉によれば，α・・℃（軍馬）

が記録されている。伝貧馬の臼差については，CAR躍eむ
VALL馴よ溌熱轄い・弛張熱があることを述べ，中得は，

常温に戻っても日差著しく朝夕，1．0～2．5℃位の上下を示す

ことも少くない。といい，自ら逆転体温の日差も大となる理論

から，本搬と符合する．しかし，麟きこよる場餓逆に，

平均日差は本症馬において最も少なし。とし，
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要項として掲げているが，氏の報告が自然嘉事であるとしても

奇異の感を受けるに止り，比較検討は困惟である。

　　　　5．　逆転体温の型の変遷

　Taわ．12にみるように，　「接種後の逆転体温の型は，接種前

の零型に相反して負型が著しく増加している」。なお，例外の

第5号馬にあっては，接種前とけいいながら，既に2回にわたっ

て弱病毒を接種している関係上，純粋性に乏しく接種後の分に

加味さるべき因子が相当に含まれているためと解釈できる。

　　　　4．　逆転体温の位置づけ

　Tab．得は，箪1～第7号馬の接種前からびに後における逆

転体温の出現日を中心として，その前日および前々日の合計2

日分と，逆転日の次日の体温との数的関係について，平均値

（算術平均）同志を比較して算出された成績である。

　これによれば，逆転体温を前日などに比較した場合，接種の

前と後，実験馬の個々および，その平均値（算術平均）共に大

に比較して小の数値が圧倒的に多く，それぞれ前者の2倍位を

示している。また，麗日との関係については，数値の動揺が著

しく，さだかの線は算出することはできなかったが，平均値で

は，およそ同数が記録された◎

　換言すれば，　「逆転体温なるものは，前日より低温であり，

訪日とは不定である」といいうる。これは，前日と次日との間

の狭い範囲内での温度的位置づけである。

　また，第2号馬以下の慢性型のものが多いグノレープの場合，

逆転体温は発熱に際し，おおむね下降期に集中していて，解熱

した後も数臼にわたって連続的な出現傾向があった（大山附随
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型）。大きな熱の発作時以外のほぼ平温の経過をとっている過

程に介在している逆転体温は，多少は目立つ程の体温上昇日

（暫時熱またけ類するもの）の直後（1乃至2日置に出現する

ものが多く，かつ単一の場合がほとんどであった（小山附随型）。

この二型は，簿性経過をとった症例では回帰熱を呈するために

体温曲線上において，熱発作の際は大山附随型。平温時では小

山附随型。と交互に出現するので一種の韻律を形成している。

これは，前記の温度立位鷺づけに対し，形態的位置づけ。とい

えよう◎

　　（c）　農林省より貸与された急性型接種伝貧馬の体温表

　　　（10頭分）の検討

　これらは，前者ら慢性型に対し急性型の材料として比較検討

した。

　　　（イ）　潜伏期閥

　9乃至47日で各実験馬共に極めて区々であることが，一つ

の特徴であるともいいうる。

　　　回　熱型および，日善の逆転

　第1，第2，第4号馬を除き回帰熱を認めた。

　接種後，日差の逆転が著しく，田ab．掴によれば，逆転率は，

555％乃至7Z8におよび，平均して5Z4％（729／1270）

となっている。また，日差は平均値で，α25℃であった。慢性

型と比較して個体，総体にかかわらず高率な逆転率ならびに，

高数値の日差が所見された。逆転体温の型は，負型が断然多く，

虚語を平均しても，83刀％を記録している。

　逆転体温の分布は，体温曲線の全般に密発していて，強力な
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病毒の接種によるものと思われ，慢性型の場合のような特性は

発見できなかった。

　　（d）呼吸数，脈搏数の変化

　　　（イ）呼吸数

　第7号馬に，おおむね体温の変化と一致した増減が認められ

た。しかし，その他の実験馬では，初回の熱発作時に増加変動

する傾向がみられたのみで，それ以降は，増減不定の場合が多

かった◎

　このように元来三門の呼吸器関係は，それ程の異常は，ない

ことが多く，熱や貧血および心衰弱の程度によって肺のうつ血

が，しばしばみられる止り，その他の臨床所見と対応する変化

にも乏しかったためか，先人からも全く等閑に付されてきた感

が深い◎しかしながら前述した逆転体温ならびに平常体温日の

呼吸数の変化を観察したところ，次のような特異的な所見が認

められた。

　　　　1．接種後における体温に対する呼吸数の変化

　Tab．15によって説明するならば，接種後の逆転体温日の呼

吸数を訴べると，朝夕同数のグループ（A）の％は，各馬ごとに区

区であるが，これと朝夕の臼差が窪違いのグノレープ（B）すなわち，

日差の少ないグノレープを合計し（64．3％～95．4％，算術平均

7Z4％）。次に日差2以上のグループ（C）C6．6％～55．7％，算術

平均は22．6％）とのパーセンテージを比較するならば，前者は

著しく後者を凌いでいることが解る。この現象は，各実験鷹に

ついても同様に所見される。換言すれば，　「接種後の逆転体温

日の呼吸数は，朝夕の日差が極めて少ない」といいうる◎
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　またこの呼吸数を前日の呼吸数と比較すると（Tab．15参照）

上下の動揺が著しいものが多い（679％～8Z3％，算術平均は

80．8％）。そしてこの内の約半数は下降値で占られている（45」

％～65．4％，算：術平均は52．4％）◎なお，亜急性型の第2号馬

は，無変動のものが75．5％で，前者ら慢性型のものと逆の成績

を示している。

　以上のことは、単に係数上算出されたものではなく，体温曲

線と呼吸数を対照すうならば，随所に所見される。

　また，同一環境下の平常体温について，前の要領で観察ナる

と，田aむ．％の通りである。すなわち（Aう＋（功の日差の少ないグ

ループは，第2号馬を除き46．9％～56．9％，算術平均は51．8％

となり，日差の多いグノレープ（clは，第2号馬を除き43．7％～

55．1％，平均は48．2％と算出され，各実験馬個々ならびにその

平均値においても，両者は，ほぼ等しい関係にある。これを前

述の逆転体温の際と比較するならば，明瞭な相違があることが

解る。

　亜急性の経過をとった第2号馬では，平常体温の場合でも，

（A～十（Bl：（6は，95．0％：ZO％となってTab．15の場合のよう

な数値を示し，逆転体温および平常体温のものにかかわらずA

十Bグループが，圧倒的な高数値を示して注目される。

　　　　2．接種前における体温に対する呼吸数の変化

　次に前者（1）を接種前に置き換えて検討した場合，先ず逆

転体温日の呼吸数を調べると（Taわ．15参照），日差の少ない

（A）＋（B）は，各実験馬において不測定や零または，出現数に乏し

いなどの資料不足もあるが，概して不規則な変化であって，特
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　異性はない。前日と比塾した上下動揺率は大で85．0％であったQ

　　また，平常体温日の呼吸数（τaわ．喋6参照）については，（Al

塾十（Blは2Z2％～95、5％となっていて各実鹸罵個々においても数値の

　動揺が著しい。従って（clもまた数値が区々であるため（4．5％

　～72．8％），その平均値は意味がない。

　　ゆえに「接種前の呼吸数は，逆転，平常体温日の場合にかか

　わらず示された数値は全く不規則である」と結論したい◎

　　　　　5。　接頑前と後の呼吸数の比較

　　呼吸数の推移をみると，実騎馬個々でも，また発熱時，平温

　時など仙の臨床所見に対応する変化が比較的少なく，変転極り

　ない独走性の傾向がある。しかし，平均値をとると，意外にも

　朝夕の日姜は少ないQそして第5号馬の場合を除ぎ，病毒接種

　後の呼吸数（平均値）が低いことは，奇異な現象として注目さ

　れる（？abj　5，｛6参照）o

　　その他，逆転体濫の型などに対応した呼吸数の変化は，認め

　られなかった。

　　さて，以上を要約すると次の通りである（Tab．17参照）。

　　慢性経過馬の接種前における呼吸数は，不規則であって，他

　と比較する際には，一つの特徴ともいえる。接種後では，逆転

　体温臼の呼吸数は，日差が極めて少ない。また，正常体温βの

　ものは，日差の少ないグループと，日差の多いグノレープとの比

　率は，およそ同率であった。ゆえに接種前と後のこれらの変化

　は，明瞭な差違が認められるので，診断上有力な因子となりう

　るものと考える。

　　逆転体温日の呼吸数を前日と比較すると，接種前後にかかわ
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らず，上下の動揺が甚しかったが，亜急性のものは，無変動で

あった。

　接種後は，馬体の異常にもかかわらず呼吸数が減少する傾向

が強い。診断の一因子として考えられるが，四病のものと比較

検討がなされていないので，留意するに止めたい。

　　　（ロ）　脈毎数

　本症において，脈搏数が増加することは，往時より先人によ

って指摘されてきたところである。本実験においても，平常温

と思われる時点に，増加したと認められたものが多かった（第

3，　第5，　第6，　第7号馬）o

　　（e）　血液検査成締

　第1号馬，第2号馬のように急性，亜急性の経過をとったも

のの赤血球数ならびに白血球数は，接種後においては明瞭に減

少している◎これは既に幾多先入の業績と一致ナるところで問

題はない。しかし，慢性症にあっては，その経過中，常に必ず

しも赤血球の減少をきたすものでないことは，SCHALK，　A汎，

u．R・D・R工呪L．M．，（1925）らの観察や，石鉱三宅習の

調査結果に示されている。本実験を経時的にいうならば，赤血

球数は発熱に伴なって減少し，分利後は，復旧過程をとりつつ

推移して再び熱の回帰するにおよんで，これを繰返しながら漸

次減少に向っている。なお，ある時点においては，その数値に

動儲しく，判定姻轍場合が多かったが，凱て上幽よ

び石門報告と一致している。白血球については．石鶏こよれ

ば，慢性の白血球減少症は，比較的多くのものに所見されるが，

その示されるところ区々にして＿概に言禽じ鰍・といい，中塩

　　　　　　　　　　　　　一50一



　　　9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i2）
よび上田らも層楼な所見を述べているが，三宅らによる1go

頭の自然伝早馬所見では，7000以下の白血球減少症としたも

のは僅か4％に過ぎなかったという。

　本実験にあっても，接種後は一時的に増加の線がみられたが，

経時的には不定な消長をたどり，大体減少したものが多かった。

しかし，第6，第7号馬のように増加を示したものもあって，

先人の意見と一致する。

　白血球像の所見では，好酸球は発病後，幾何もない時点にお

いて消失する鮪がみられ，長与石鉱上臨の意見と同様

である。好中球ならびに夢ンパ球は，接種後もリンパ球の方が

大きいパーセンテージのまま推移増減している。この比率は，

石卑によれば，健康幼駒にみられる所見であって，相対値なら

びに絶体鰍に好中球に比して多し、といわれ，上趙の報告にあ

るような，50％附近を中心とした両者の逆転は，あまりみら

れなかった。また，単球は，何れの実験馬でも接種後は，著明

に増加している場合が多くみられた。これは，臨時馬蹄調査委

員鼠上船三宅覧）のものと符合し，類こ三宅らは，調査頭数

（190）の54％にこれを認め，診断上注目すべき所見であ
ると述べている．しかレ醜の如く，変イヒ不明としているも

のもある。

　可視粘膜，特に結膜の所見は，臨床症状上重要な意義を有し，

その要点は，貧血徴候を主とするも，色彩異常や血斑の有無な

ど病勢により変化するところ大である。特に慢性に経過するも

のでは貧血を示し，これに加え，黄疽を伴なうことが多いよう

である。これは無熱期の伝単診断上有力な徴候と思われるのに
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1

鑑み，本実験における結膜の色彩と，赤血球数との関係につい

て各実験馬の場合を総合してみると次のようであるが，色彩に

加え，浮腫や黄疸などの影響により，必ずしも貧血程度との一

致はみられない場合もある。黄紅色……750万，帯黄蒼白色

…… U8e万9充血黄染気味一・◆640万，深紅色……650万，

不潔帯黄淡赤色……540万，蒼白……540万，

　因みに先人の業績によれば，明かに貧血とみられる場合は

600万以下で，500万に接近すれば，さらに明瞭となり，

490万以下の三三では，結膜は磁器の如くとなり，200万
巖で三管の走行さえも認麟くなるという。また，詫智

の調査した自然伝貧では，大多数のものに貧血状態がみられな

かった外，約10％の頭数に結膜の変化や心機能異常が認めら

れたにすぎなかったという。

　ヘモグロビン　ヘマトクリット値は，共に著しい減少が認め
　　　　　　　，
られた。

　2）心電図学的所見

　　（a）　：R－R　interva■

　接種後は一般に短凱たが，第1，第4号馬のように延長し

ている～｝〉のもある。発熱中では，急性型の第1号馬を除き著明

な短纏をみた◎

　　（L）P一一pinterva■

　それぞれの実験馬において個体差が著しく，延幽幽にさだか

の線としては，いい難い。但し平均値（算術）では・接種後の

方が延長していた。発熱中では，明かに短縮が認められた。
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　　（C）Q－Tinterva■
　中村麩）によれば短縮を認めたようであるが，本実験にては多

様性にして特定な所見は，みられなかった。

　　（d）　P波

　接種後のdu．arationは，第4号馬において軽度の短縮をみ

たが，その他は一様に延長が認あられた。なお，第5，第6，

第7号馬においては，二頭形となり振幅は減少している。これ

らは，おおむね中村題）の報告と一致している。

　　（e）　QRS群

　duarationは，変化のないもの（第4，第6，第7号馬）

もあるが，その他は多少なりとも延長がみられた。R棘は波高

が低下し，極めて低振幅のものは，計測困難であった。s棘で

は，深さの増猷，個体差が強伸1然としなかったが，中村習

の報告にあるような，病毒接種による起電力の増加のためにR

および，各波高の増大などは所見されず，QRS群は，接種後

全般的にみて軽度に延長したrS型を呈し，低振幅である。と

結論したい。

　　（f）　丁　　波

　接種後の撫ara雛。塒ま，中村智のいうように，いわゆる多

様性であって特定な変化はない。しかしながら逆転（第雀，第

2，第5号馬は陽性化。第4号馬は陰性化）あるいは，二相性

（第4，第5，第6，第7号馬）がみらた，4頭共にnegaUve

部の振幅の方が大であった（negative，　PO＄itiveそれぞ

れの平均値は，e．25斑Vおよび崩21登V　）。これらは，いつれ

の形態にせよ増高が認められたが，発熱中でぱ、逆に減高して
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　　　　5？）
いて中村らの意見と一致する。

　　（9）　ST部

　duara七ionとしては，接種後門実験馬丁，各計測回数別共

に長短の変化が区々で，さだかの線はぎめかねるが，問題とす

る程の差違はなかった。なお，高さについては，変化に乏しい

第2号馬を除き，その他の5実験馬に上昇が認められた。特に

第・号馬は，この現象が強かった。中村習も，本実験と磁に

ST部の上昇あることを報告し，左心室壁の損傷を推測してい

る0

　5）血圧所見

　接種前110～130mmH9を計測したが，接種後は，経時的に

降下し，およそ100mmHg以下を記録した。

v　結 論

　今回三三7頭に伝貧病毒を接種し，その前後の臨床学的諸因

子を検測したところ次のような結論を得た。

望）潜伏期は，42日前後であって，不規則な回帰熱を呈する

　ものが圧倒的に多い◎

2）接種後は，目差の逆転が極めて多く見られ，接種前と比較

　して，ほぼ「2：5」を記録した。この逆転体温を仔細に観

　察したところ，次のようであった。

　（a）熱の発作に際し，下降期より集中的に出現しはじめ，分

　　利してからも数日間にわたって連続した。これを，大山附
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　　山型と呼称する。

㈲　熱の発作時以外の平常温時に，しばしば頻発する暫時熱

　　の直後に，単一の出現が認められた。これを，小山附随型

　　と呼称する。

　　　（a），（わ）の二者は，逆転体温の「形態的位置づけ」であっ

　　て，回帰熱がみられる体温1由線上では，（a），（b）が交互に出

　　現して，一つの韻律を形成している。

（c）　逆転体温の朝夕の平均値（算術平均）を，前日，次日の

　　ものと比較すると，逆転体温は，前日より低い位置にある。

　　これは，前者ら（a），（b）に対し，　「温度的位置づけ」といい

　　うる。

　（d）　逆転体温の日姜は，接種後の方が大であった。

5）体温，呼吸，脈搏の三者は，初回の熱発作時にのみ一一致し

　た動揺が認められ，次回以降の回帰時には歪明瞭な変化は，

　みられなかった。

　　しかし，接種前と後における呼吸数の変化を逆転体温時お

　よび，正常体温時について調べると，接種前の不規則性に対

　し接種後は，朝夕の日差の接近，呼吸数の減少など一定の形

　態的な変化が認められた。

4）赤血球数は，発熱に急なつて減少をきたすが，分利後は，

　徐々に正常数に復帰する傾向を示し，次の熱発作に際しては，

　前記の経過を繰り返しながら減少の程度は，深くなってゆく

　ことがうかがわれた。

5）白血球数は，初回の熱発作前後に，一時的の増加をきたし

　たが，その後は，不安定な増減を繰り返して，概して減少を
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　示した。

6）白血球像の所見では。好酸球は初回の熱発作後，消失の傾

　向があり◎好中球とリンパ球の関係は，大体リンパ球のパー

　センテージが大のまま増減推移し，両者の相対値の近接，転

　換などの所見は，あまりみられなかった。単球は著明に増加

　して特に発病の中期において，明瞭に所見された。

7）心電図所見では，急性型は樗してs棘，丁霊の振幅の増加

　が，慢性型では，総体的に起電力の低下がみられる一方，発

　熱に際し，？波の逆転，二相性などの多梯性が認められた。

　また，s？部の上昇は，共通した注目すべぎ所見であった。

8）血圧所見については，経時的に著明な降下が認められた。
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